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チームプレイを高めるために開発したソフトボール教材の実践成果
－ノーマルゲームとランテンティーベースボールとの比較を通して－
The deYelopement of the teachig materiaI for the s°ftball game：



















































































直径 3rn円に的 中 2　 点　 l
直径 2m円に的 中 3　 点



























練 蟻 麓 力 の 拝 す 毒 草
評　　　　 価　　　　　 基　　　　　 準 得 点
捕 ることがで きな か った 1点
段
階
ハ ンブ ル した り、胸 うけ にな りな が らも 2点
捕 ることが できた
飛 球 に 正 対 し 、両 手 で 捕 ることが でき 3点
た
半 身 に な りな が ら、両 手 をタイミング よ 4点
く引 き、捕 ることが でき た
打 の 撞 詔 の 詳 薗 基 準
評　　　 価　　　 基　　　 準 得　 点
段
階




バ ウン ドゾー ンをダ イレ クトに
越 える飛 球
パ ウン ドした 弱 い フェア 4点

































学 習 群 T G 群 N G 群
種 目 n ＝こ3　7 n ＝ 2 0
遠 投 技 能 25．1g ± 1．53 23．28 ± 7．14
距 離　　　　 m 12＿29 ± 2．89 12．35± 4．97
遠 投 技 能 3＿（X）± 0．49 3．20 ± 0．48
正 確 性　　　 点 2．75 ± 0．41 2．56 二二 0．42
遠 投 技 能 3こ92 ± 0．53 3，75 ± 0月7
フ ォ ー ム　　 点 2．55 ± 126 2＿50 ± 1．07
ア ン ダ ー ス ロ ー 3，（丈I二［ 0，42 j＿65 ± Ojl
正 確 性　　　 点 122 ± 0．58 3．13 ± 0．52
捕 球 技 能 143 ± 0．65 3．11 ± 0．87
占 2．15 ± 0．66 2．∝l± 0．50
打 撃 技 能 3．49 ± 0．81 2．95 ± 0，75


























































哺昌 TG群 汐 NG群 （ノーマルゲト
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フォース フォース　 プー フォ－ス フォース フォース　くJ フォース
ヒッ ト ヒッ ト ヒッ ト　 ∠フ ヒッ ト　′つ ヒ　ッ ト ヒ　ッ ト
片目トアウト　ロ パヶト7サト バ，巨7ウト バッタ」7机 ！くヮター 7ト バヮタ」門 ト／ウ
フライ フライ フライ フライ フライ フ ライ　　 ▼
ダブル ダブル ダブル ダプ’ル ダプ‾／レ タ∵7／レ
守備　 か 守備　　 て 田 だ．　 ● 守備　　 U 守備　 ちと 守備　　 ／I
駈喜一1 イ】 駈蓼1■■n コケ竪　　 1 沖 竪　　 イ 抒堅　　 0 封聖　　 jウ
図7．ゲーム記録カード（抜粋）
－29一
フォース サト　　 ＼　　 ろ 年 寺 丁
ブ　　 ラ イ D 0 ∩
バッター ウト 1 J 一 l
貴 打 0 l 十t
裁　 事 題 l ユ 十 l





























シフトソフト ノー マノン・ソフト ランラン　ティー ベ スーボー ′ン
よろこび








力づくり　　　　　　　　 堂 々 ．が ん ば る 習 慣
臨力の習慣　　　　　　　　　　　　　 授 業 の ま と ま り
基本的理論の学習













男　子 女　子 男　子 女　子 男　子 女　子 男　子 女　子
よろこび A　 4　　A C　　 3　　C A　　 l A D　　 5　　 A 8　　 4　　 A B　　 4　　 A A　　 4　　A B14IB
評　 価 C　 5　 A C　 4　 C C　 5 Å C　　 5　　 A C　　 5　　 B C　　 5　　 B A　　 5　　A A　 5　 A
価　 値 C　 4　 B C　　 4　　 B D　　 5 A C　　 5　　 A C　 4　 B A　 5　 A B　 4　　A A　　 こI　A
単元前 や高いレベ／Tふつうのレベ1ン アンバランス やや低いレペノン や高いレベ′ン 、なり高いレべノて高いレぺ／ン 高いレベ′ン
単元後 高いレベル やや高いレペ′．商いレノくノン 犀】いレベノン 高いレベ′レ 高いレベル 高いレベル 高いレベ／ン
学　 習 成　 功 かなり成功 成　 功 成　 功 成　 功 成　 功 成　 功 成　 功
図9感度測定の結果
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ろこび』『評価』がCを示す以外は全てAかBに向上
した．評定も，TG群の女子の『よろこび』を除き，
全て4あるいは5を示した．
男女ともに標準以上の伸びを示した項目をみると，
NG群ならびに大西実践のみに抽出された項目は，『よ
ろこび』で2項目，『価値』で1項目の計3項目であ
った．一方，TG群ならびに先行実践のみに抽出され
た項目は，『よろこび』で2項目，『評価』で6項巨，
『価値』で5項目の計13項目であった．すなわち，
第一報1）の結果とあわせて考えた場合，開発したゲー
ム教材は，『よろこび』『評価』のみならず『価値』
尺度をも高め得られるところに特徴のあることが認め
られた．
たた，本実践のTG群の女子において，他の群と比
べて，やや伸びの小さかったところに問題が見られた．
そこで，各チーム別に態度スコアの合計点の変化を
検討してみた（図10）．
Cチームを除き，他のチームは，学習を通して伸び
を示していることが認められた．すなわち，TG群の
女子で態度スコアが大きく伸びなかった原因は，Cチ
ームの女子にあることが認められた．また，毎時間後
に行った，よい授業への到達度評価の記述内容を分析
した結果，TG群の女子児童の多くが，Cチームのあ
る男子児童に対して，「えらそうに言われた」「失敗
したら文句を言われた」「勝手に決められた」等の不
満を訴える記述が見られた．
さらに，単元を通して，態度スコアを最も大きく伸
ばしたEチームと，態度スコアを下げたCチームにつ
いて，毎時間後のよい授業への到達度評価の「民主的
活動」における好意的反応比率と記述内容を分析して
みた（図11）．その結果，Eチームが単元を通して高
い水準で推移しているのに対して，Cチームはやや低
い結果であった．また，記述内容においても，「教え
てもらってよく打てるようになった」，「みんなで協
力して守れた」，「連係プレイができて得点がたくさ
んとれた」とか等，仲間との係わりを挙げる記述が目
立ったEチームに対して，Cチームでは，「打てた」
「捕れた」等個人技能の伸びを挙げる記述は見られた
ものの，仲間との係わりを好意的にとらえた記述はほ
とんど認めらなかった，この差は，特に単元後半で顕
著に認められた．
すなわち，TG群の女子の態度スコアの伸びが小さ
かったことは，教材の影響というよりは，むしろ，授
業中の人間関係の問題が影響しているものと推察され
た．したがって，ゲームの指導においては，このよう
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図11．「民主的活動」における好意的反応比率の推移
好意度増加率　　　　　　　嫌意度減少幸
図12．ソフトボールに関する好嫌度の変化
な課題の解決に，指導者は留意する必要がある．
図12は，ソフトボールの好嫌度の単元前後の変化
を好意度増加率と嫌意度減少率で示したものである．
特に，単元前，好意度の低かった女子において，学
習を通して好意度が改善され，その増減率注りは，TG
群がNG群を上回ることが認められた．すなわち，ソ
フトボールに対する好意度を高める上でも，開発した
ゲーム教材は，有効であると考えられた．
lV．まとめ
本研究では，著者らの開発したゲーム教材（ダブル
プレイ・ソフトボール，シフトプレイ・ソフトボール，
タイムリー・ソフトボール）の有効性を検討するため
に，これらの教材を通して学習する学級（TG群），
ノーマルゲームを学習する学級（NG群），著者らの
先行実践，大西実践の計4学級の実践成果を比較・検
ー31－
討した．
（1）ゲーム教材の課題性の相違の影響から，単元中
盤の攻撃得点は，NG群の方がやや高い水準を示
した，しかし，単元後に行った一般的なソフトボ
ールのゲームにおいては，TG群の方がより高い
攻撃得点を示した
（2）守備面における連係プレイ率は，NG群が50％
から　40％に単元を通して下降傾向を示したのに対
して，TG群は，25％から71％に顕著に増加し
た．また，TG群は，単元終わりの一般的なソフ
トボールゲームにおいても，71％と非常に高い水
準を示し，TG群の方が，より連係プレイを高
め得ていると考えられた．
（3）TG群とNG群を比較した場合，TG群の方が，
より攻守のかけひきを伴った作戦が生起し，それを
発展させていることが認められた．これには，ゲー
ム記録法により客観的にゲーム内容が児童に示され
たことが影響していると考えられた．
（4）開発した教材は，『よろこび』『評価』のみなら
ず，『価値』尺度をも高め，児童の体育授業に対す
る態度ならびにソフトボールに対する意識を好意的
に変容させ得られることが認められた．
以上の結果から，著者らの先行実践に加え，本実践
の結果を通して，開発した教材（ダブルプレイ・ソフ
トボール，シフトプレイ・ソフトボール，タイムリー
・ソフトボール）は，チームの連係プレイを高め，児
童の情意的側面の学習成果を高める上でも，有効であ
ると考えられた．
また，単元終了時に行った一般的なソフトボールで
は，攻撃時においては，TG群では，安打が平均4．44
回で，攻撃得点は平均3．05点を示した．これに対し
て，NG群では，安打が平均5．3回で，攻撃得点は
平均2．38点であった．また，連係攻撃率謹3）は，TG
群の鰯％に対して，NG群は46％であった．一方，
守備得点は，TG群が，平均3．61点，ⅣG群が平均3．33
点であり，ほぼ同水準であったが，連係プレイ率違2）
は，TG群が71％で，NG群の40％を大きく上回っ
た．
これらの結果は，ゲームの課題性が起因しているも
のであると推察された．すなわち，タスクゲームをつ
ないで，連係意識を高めながら，徐々にシフトを広げ
ていけるように仕組まれている本教材は，一般的なソ
フトボールにつなぐためにも有効であることが示唆さ
れた．
漣
注1）学習成果を客観的に測定した実践が少なく，本
研究との比較が国難であった．
注2）連係プレイ率＝複数のプレイヤーが係わってア
ウトを取った数÷全アウトの数×100で示され，連係
プレイの高まりの指標とした．
注3）連係攻撃率＝攻撃得点数÷安打数XlOOで示さ
れ，連係攻撃の高まりの指標とした．
注4）増減率＝好嫌度の単元前後での増減の割合
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